
平成20年 3月 20日 西内野コミュニティだより 第 2号 (4 )

あ

鞭

ね
譴ゲ
語
を
と

を
あ
講
萎

去
る
二
月
六
日
、
西
区

コ
ミ

協
関
係
者
三
四
名
で
、
埼
玉
県

草
加
市
瀬
崎
町
を
訪
ね
ま
し
た
。

「瀬
崎
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」

は
平
成

一
二
年
、
市
の
ま
ち
づ

く
リ
モ
デ
ル
地
区
に
手
を
上
げ
、

地
域
を
調
査
、
研
究
し
、
自
由

討
議
を
重
ね
て
出
来
た
住
民
参

加
型
の
組
織
で
す
。
十
年
を

一

つ
の
区
切
と
し
、
ホ
ッ
プ
ニ
年
、

ス
テ
ッ
プ
三
年
、
ジ
ャ
ン
プ
五

年
と
位
置
づ
け
、
じ

っ
く
り
と

り
組
ん
で
い
ま
す
。

目
標
は

「快
適
」
。
「安
心

・
安

全
」
。
「共
生
」
の
ま
ち
づ
く
り
。

お
も
な
活
動
は
、
①
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面

か
ら
、
活
動
テ
ー
マ
を
も

つ
た

グ
ル
ー
プ
が
出
来
た
こ
と
。
ワ

イ
ワ
イ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
花
と

緑
の
町
づ
く
り
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
、
瀬
崎
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
、

市
長
と
と
こ
と
ん
話
そ
う
会
、

ご
み
減
量
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど

十
七
グ
ル
ー
プ
。

②
住
民
運
動
の
結
果

コ
ミ
セ
ン

を
瀬
崎
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

の
拠
点
と
し
、
運
営
も
ま
か
さ

れ
た
。

①
平
成
十
五
年
に
検
討
委
員
会

を
た
ち
あ
げ
、
ふ
れ
合

い
親
水

緑
道
づ
く
り
を
市
に
提
言
し
実

現
し
た
。

④
毎
月

一
回
広
報
誌

「
瀬
崎
ま

ち
づ
く
リ
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
。

草
加
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
始
め
よ
う
、
育
て

よ
う
、
動
か
そ
う
、
あ
り
が
と

う
、
に
そ
れ
ぞ
れ
助
成
金
が
あ

り
羨
や
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

（事
務
局
　
佐
藤
）

災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
思

わ
れ
る
方
の
訪
間
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
あ
る
人
か
ら

「
本

当
に
す
ぐ
来
て
く
れ
る
の
、
誰

が
来
て
く
れ
る
の
。
」
と
問
わ
れ

た
。
「守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
人

が
」
と
容
え
な
が
ら
、
何
か
空

し
さ
を
感
じ
た
。
そ
の
時
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
が
正
常
に
機
能
す
る

の
か
、
自
分
自
身

一
員
と
し
て

活
動
で
き
る
の
か
い
不
安
が
つ

の
る
。
「災
害
時
要
援
護
者
」
文

字
に
す
る
と
七
文
字
に
し
か
過

ぎ
な
い
が
人
が

一
人
で
背
負
え

る
重
さ
で
は
な
い
。
皆
で
助
け

合
わ
な
け
れ
ば
重
す
ぎ
る
。
現

在
人
の
絆
と
言
え
ば
、
家
族
以

外
で
は
、
地
域
で
は
な
く
、
職

場
、
父
母
の
会
、
趣
味
の
会
等

の
よ
う
な
気
が
す
る
。
子
供
の

頃
歌

っ
た
、
う
ろ
覚
え
の
う
た

を
思
い
出
す
、
「
ト
ン
ト
ン
ト
ン

カ
ラ
リ
ン
と
隣
組
、
廻
し
て
ち

ょ
う
だ
い
回
覧
板
、
助
け
ら
れ

た
り
助
け
た
り
」
あ
の
時
代
の

心
を
取
り
も
ど
せ
た
ら
と
思
い

ま
し
た
。
　
　
（民
生
委
員
　
平
野
）

コ
ミ
協
活
動
は
ま
だ
ま
だ
過

渡
期
、
地
域
の
実
態
に
合
わ
せ

た
活
動
が
聞
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
号
は
自
治
運
と

コ
ミ
協
の

活
動
内
容
の
違

い
の
特
集
。
地

域
内
に
新
し
い
自
治
会
も
誕
生
、

改
め
て
各
自
治
会
紹
介
を
今
月

か
ら
記
載
し
ま
す
。
な
お
、
愛

称

に

つ
い
て
は
応
募

が
な
く

「
西
内
野

コ
ミ

ュ
エ
テ
ィ
だ
よ

り
」
と
し
ま
す
。　
　
　
　
　
官
）


